Young Carers in the UK: the 2004 report

本調査の要旨
データと調査結果
これは、第三回ヤングケアラー全国調査の報告書です。イギリス各地のヤングケアラー専門プロジェクトで支援されているヤングケアラーを調査対象としています。報告書では、比較のため、必要に応じて、1995年と1997年に実施された全国調査を参照しています（Dearden and Becker, 1995, 1998）。
2004年報告書は、87か所のプロジェクトから集められた合計6178人のヤングケアラーについてのデータに基づいています――これは、この種の調査で最大のものです。
■調査したヤングケアラーの56％は女子、44％は男子で、平均年齢は12歳でした。
■調査したヤングケアラーの84％は白人で、マイノリティの中で最も大きなグループは、アフリカ系カリブ人でした。
■ヤングケアラーの56％は、一人親家庭で暮らしています。
■ケアを要する人は、さまざまな病気や身体障害、精神的問題を抱えています。全体の50％は身体的問題を、29％は精神的問題を、17％は知的障害を、3％は感覚障害を持っていました。
■ケアを要する人の大半はお母さんでした。特に、一人親家庭ではその傾向が強く、ケアを要する人の70％がお母さんでした。二人親家庭では、ケアの受け手の約半分（46％）が兄弟姉妹でした。
■ケアを要するきょうだいの３分の２弱（63％）は知的障害を持っていました。
■ケアを要する大人で雇用されているのは4％だけでした（この項目の記録があったデータのみを分析）。
■（ケアを要する大人の他に）家に少なくとも大人が一人以上いる家庭で、雇用されていたのは、その大人たちの半数ちょっとだけでした（この項目の記録があったデータのみを分析）。
■ヤングケアラーの３分の２は家で家事をしていました。48％は、一般的ケアや看護タイプのケアをしていました。82％は、感情面のサポートや見守りをしていました。18％は（入浴介助やトイレ介助などの）身辺ケアを行ない、11％は年齢の幼い子どもの世話もしていました。感情面のサポートをしていると認められる子の率は、1997年以降、劇的に増えました。
■身辺ケアは、ケアを要する人が身体的問題や障害を持っている家庭で最もよく行なわれていました。感情面のサポートは、ケアを要する人が精神面の問題を持っている家庭では、それよりもさらに多く行なわれていました。
■ヤングケアラーの10人に1人は、複数の人を世話していました。
■全体的に、女の子はすべてのタイプのケア作業により多く関わっていて、特に年齢が高くなるほどその傾向が顕著でした。
■ヤングケアラーの半分は、週に10時間かそれ以下のケアをしていました。３分の１は、週に11～20時間ケアしていました。16％は、週に20時間以上のケアをしていました。毎週50時間以上のケアをしている人もいました（2％）。
■学校を休んだり勉強する困難を抱えたりしている人は減っています。1995年よりも1997年のほうが、1997年よりも2003年のほうが少なくなっています。それでも、中学生のヤングケアラーの27％と、小学生のヤングケアラーの13％が、何らかの問題を経験しています。薬やアルコールの問題を持つ人をケアしている子どもの10人に4人は、勉強面の困難を抱えています。
■ヤングケアラーの18％はアセスメント（査定）を受けていました。これは、1997年から改善されています。特に1989年児童法の下、エスニック・マイノリティ（少数派民族）のヤングケアラーはアセスメントを受ける可能性が高くなっています。薬やアルコールの問題を持つ人をケアする子どもたちも、児童法の下、アセスメントを受ける可能性が高くなっています。
■多くの子にとって、ケアは長期にわたったものになっています。かなり幼い頃からケアに関わることもあります。ヤングケアラーの３分の１（36％）は、2年かそれ以下の年数、ケアに携わっていました。44％は、3～5年にわたってケアを行なっていました。18％は6～10年ケアを担っていて、3％は10年以上ケアを行なっていました。
■ヤングケアラーとその家族の5分の1は、ヤングケアラー・プロジェクトとの関わり以外、他のサポートを何も受けていませんでした。受けている外部サービスとして最も多かったのは、社会サービスの支援でした。
